
ごみ焼却施設から発生する撤去機器類売却時の歳入増加策（愛媛県松山市）

プラント施設の維持補修や機器更新により発生した金属類をひとまと
めで売却していた方法を見直し、鉄鋼類と非鉄金属を分別保管して、
別々に売却することで歳入増加を実現した。

担当 環境部清掃施設課
南クリーンセンター

取組概要
人口 508,912人（R2.1.1現在）

取組に係るビジュアル
（写真やイラスト等）

取組に係るビジュアル
（写真やイラスト等）

売却した銅類

ごみ焼却施設（南クリーンセンター）

令和元年度に、施設内で分別保管していた銅類の
売却入札を実施した。
この結果、分別せずに売却した場合と比較して

約116万円の歳入増加となった。

入札業者が、売却物に含まれる
高価な非鉄金属の量や状態を把握
しやすいように分別保管した上で
売却したこと。

取組の効果

ひと手間かけて分別する、
それだけのことで売却単価の増加
が期待でき、歳入増加を図ること
ができる。

創意・工夫した点 他団体へのアドバイス


